
まきチャレ2023

～第2回 牧之原市チャレンジビジネスコンテスト～

実行計画書



ごあいさつ

牧之原市チャレンジビジネスコンテスト「まきチャレ」は、牧之原市内の事業者とコラボレーションするビジネスプランを全国から募る

画期的なイベントです。昨年、開催した第1回まきチャレには、海外10社を含む91社からビジネスプランの応募を集めました。まきチャ

レ大賞を受賞したのはウクライナのスタートアップのS.Lab社、準大賞は大阪のフードメディックでした。この2社を含めて、ファイナリス

トに選ばれた10社のうち７社が、協賛参加した地域事業者と協業する新会社を市内に設立する等により、牧之原市に進出する予定

です。進出企業の受け皿ともなるシェアオフィス「まきのはらインキュベーションセンター」のオープンも予定され、期待以上の成果を

上げた昨年度の実績を踏まえ、本年度、第２回牧之原市チャレンジビジネスコンテスト「まきチャレ2023」の開催を決定いたしました。

お茶の生産で国内一位、二位を競う牧之原市。農業に加え自動車関連の工場等、工業出荷高も1兆円にのぼります。サーフィンの

メッカの静波海岸に、地平線まで茶畑が広がる牧之原台地。富士山静岡空港から全国、世界に窓が開いています。人口4万３千人

の小さな市ながら、世界に誇る魅力ある地域資源を有していると言えましょう。近年、上場企業を中心に自社の経営資源と大学やス

タートアップ等の外部のもつアイデア、ノウハウ、技術を組合せ、新事業や新製品の開発に生かす手法「オープンイノベーション」が

注目されています。「まきチャレ」は、牧之原市の地域全体の「オープンイノベーション」の試みということができましょう。

今年も、牧之原の特徴を広く発信するとともに、全国・全世界から牧之原市にて既存の産業・観光とのコラボにより、事業を広げよ

うとする意欲あるスタートアップを募ります。応募企業にとっては、最高賞金100万円ほかの手厚い賞金もさることながら、地域企業

と協業して実際に事業の拡大につなげられる可能性があります。市内企業にとってはオープンイノベーションで新たな

事業展開に挑むチャンスです。本イベントが牧之原市の経済社会の活力を高める成果を生むよう、今年も全力で取り

組んでまいります。是非、多くの企業の皆様のご参加を賜りたく、お待ちしています。

令和５年５月

牧之原市長 杉本基久雄



牧之原市の地域資源（産業及び観光）を活用して、自らの事業を地域と
共に発展させるビジネスプランを全国・全世界のスタートアップから募集。

 牧之原市の既存企業（行政も含む）とコラボする「プロポーザル」を含むビ
ジネスプラン。

 地域全体のオープンイノベーションを目的とするアクセラレーションプログ
ラムの性格。

 自社の事業の成長を通じて、地域の産業・観光の発展に貢献し、さらに地
域から日本全国そしてアジアから世界へと広がりをもつプランを歓迎。

まきチャレの概要



書類審査： セミファイナリスト20社をセレクト

クローズドピッチ： ファイナリスト10社に絞り込み

オープンピッチ： 大賞、準大賞、市長特別賞などを決定

※ オープンピッチは、完全オンライン。全国、全世界どこからでも参加可能

エントリー： 応募総数100社を想定（前年度実績：国内81社＋海外10社）

まきチャレのステップ



 まきチャレ大賞 100万円

 まきチャレ準大賞 30万円

 市長特別賞 10万円

 協賛企業特別賞※ ５万円～10万円

 視聴者賞※ ５万円

※ 協賛企業特別賞及び視聴者賞は、他の賞との重複受賞の
可能性があります。

まきチャレ2023の賞金と牧之原市の支援

 セミファイナリスト20社については市内企業との
協業の具体化及びその実現を支援します

 協業企業と新会社を設立する等で地域進出を
する場合、「まきのはらインキュベーションセン
ター」（2023年7月オープン、上図完成予想）の
利用料の一部を牧之原市が補助します。



昨年の市内協賛事業者 (50音順）

株式会社荒畑園
株式会社エノテック
株式会社小栗農園
株式会社笠原産業
相良物産株式会社
さがら子生れ温泉
島田掛川信用金庫

主催：牧之原市

協力：牧之原市商工会

企画運営：株式会社CFスタートアップス

スズキ株式会社
株式会社高柳製茶
出縄良人税理士事務所
株式会社ハイナン
株式会社榛南自動車学校
浜松いわた信用金庫
水野建設工業株式会社



昨年の受賞企業

地域進出賞金会社名（地域）受賞名

準備中100万円S. Lab(ウクライナ) 大賞

準備中30万円フードメディック株式会社(大阪府大阪市)準大賞

準備中10万円株式会社ベンナーズ(福岡県福岡市）市長特別賞

準備中10万円株式会社といろ(千葉県市川市) 島田掛川信用金庫賞

準備中10万円株式会社プラザクリエイト（東京都中央区）SUZUKI賞

未定10万円エイベックス・エンタテインメント株式会社(東京都港区) ハイナン賞

準備中5万円株式会社レスティル(東京都千代田区) エノテック賞

準備中5万円株式会社ベンナーズ(福岡県福岡市）視聴者賞（重複）

準備中-GREENOVATOR (ミャンマー)ファイナリスト

未定-キーウェアソリューションズ株式会社(東京都世田谷区）ファイナリスト

未定-ロボ・スタディ株式会社（静岡県浜松市）ファイナリスト



まきチャレ2023 の日程

摘要項目日程

牧之原市の協賛参加企業受付期間2023/5/1～6/30

まきチャレ2023特設WEBサイトオープン、エントリー受付開始2023/6/1(木)

参加企業エントリー受付期間2023/6/1～8/15

書類審査2023/8/16～9/15

セミファイナリスト発表、オープン審査会の視聴者募集開始2023/9/20(水)

オンライン面談審査クローズド・ピッチ審査会2023/9/21～10/8

ファイナリスト発表2023/10/10(火)

完全オンラインオープン・ピッチ審査会2023/10/17(火)

い～ら（全国中継）表彰式2023/10/27(金)



Step1 まきチャレ特設WEBサイトの申込フォームよりエントリー（企業及び事業の概要
を登録）

Step2 事務局よりのメールの案内に従い

「コラボレーションの提案を含むビジネスプラン」 を提出

https://form.run/@MakiChalle2023-BB

スタートアップとしての応募手続き



「コラボレーションの提案を含むビジネスプラン」は、以下の４つの何れかにより作成いただきます。

 協賛参加する地域の特定の企業（１社又は複数）※を指定して、その事業者との協業などの
提案を含めたビジネスプラン

 牧之原市の特定の産業分野（例：お茶農家、製茶業、漁業、水産業、飲料製造業、自動車製
造業、自動車部品加工業、飲食業、理美容業、IT関連事業、エネルギー関連事業、その他
サービス業など）を指定して、この産業分野における市内事業者と協業する提案を含めたビジ
ネスプラン

 牧之原市の観光資源（観光施設、宿泊施設、飲食店、交通機関など）を活用あるいは協業す
る提案を含めたビジネスプラン

 牧之原市の行政の施策に対する提案を含むビジネスプラン

※本年度の協賛参加企業は６月３０日までに公表されます。

エントリー後のビジネスプランの提出について



審査基準

 地域産業・観光との親和性、地域経済・社会への貢献性

 事業の新規性（革新性）又は競争優位性

 マーケットの規模と成長性

 ビジネスモデルの収益性と持続性

 経営チームの実績とスキル

 想定される事業のリスク



審査員

杉本基久雄 出縄 良人

河野 英仁
髙地 耕平

榎田 敏雄

EXPACT株式会社 代表取締役
一般社団法人ベンチャー投資育成研究会 代表理事

1984年生まれ。大学卒業後、静岡銀行へ入社。その後、有限責任監査法人トーマツにてベ
ンチャー支援、各種コンサルティングを行う。2018年7月に起業し、EXPACT株式会社を設立。
ベンチャー、スタートアップの資金調達支援を行い、補助金獲得額は8億円超、資金調達累
計額は18億円超を達成。支援先スタートアップのCFOも勤めている。

ベンチャー投資育成研究会 では、Startup Weekend 静岡の立ち上げから静岡県内の起業
関連イベントに協賛・支援を行っている。直近ではFounder's Circleを立ち上げ、起業家育成
支援を行っている。

河野特許事務所、所長弁理士。

立命館大学情報システム学博士前期課程修了、米国フ
ランクリンピアースローセンター知的財産権法修士修了、
中国清華大学法学院知的財産夏季セミナー修了、
MIT(マサチューセッツ工科大学)コンピュータ科学・AI研
究所 AIコース修了。
AI, IoT, FinTech,ビジネスモデル特許の他、米国・中国

特許の権利化・侵害訴訟を専門としている。
著書に「世界のソフトウエア特許(共著)」、「FinTech特許
入門」、「AI/IoT特許入門2.0」、「ブロックチェーン3.0(共
著)」がある。

株式会社エノテック 代表取締役

1951年 静岡県牧之原市生まれ。
1969年に㈲榎田鉄工所（現 ㈱エノテック）に入社。1986
年に㈱えのきだ、代表取締役に就任。1993年には㈱エノ
テックの代表取締役に就任（現任）。㈱エノテックは優れ
た企画開発力と最先端技術により特注の刃物用研磨機
の開発で世界的企業に成長。2023年に牧之原市商工会
会長に就任（現任）。

牧之原市長

1975年 榛原町（現：牧之原市）に奉職
2012年に牧之原市総務部長、2013年から2017年まで
同市副市長を務める。
2017年には牧之原市長選挙に当選。2021年に再選。現
在、2期目。
この間、市内全域への光ファイバー設置など社会インフ
ラ整備、富士山静岡空港の設置、大規模農地開発の事
業造成、消防業務の広域化などに尽力。
座右の銘は「できない理由を考えるのではなく、できる
理由を考える」

功能 聡子

ARUN合同会社代表
特定非営利活動法人ARUN Seed代表理事

国際基督教大学、ロンドン政治経済大学院卒卒。アジア学院勤務の後、1995年よりNGO
（シェア＝国際保健協力市民の会）、JICA、世界銀行の業務を通して、カンボジアの復興・開
発支援に携わる。 カンボジア人の社会起業家との出会いからソーシャル・ファイナンスに目
を開かれ、その必要性と可能性を確信し 2009年ARUNを設立。日本発のグローバルな社会
的投資プラットフォーム構築を目指して活動している。
第三回日経ソーシャルイニシアチブ大賞国際部門賞受賞。2016年 「Forbes Japan世界で闘
う日本の女性55」に選出。「60分でわかる! SDGs 超入門」（2019年技術評論社）監修。

株式会社ＣＦスタートアップス 代表取締役（公認会計士・税理士）

1961年榛原町（現：牧之原市）生まれ。1983年に慶應義塾大学経済学部卒業後、太田昭和
監査法人（現：EY新日本有限責任監査法人）で上場コンサルティング業務に従事後、1997年
にディー・ブレイン証券㈱を設立。上場準備企業向け証券市場グリーンシートの主幹事業務
で9割超のシェアで市場をリード。141社が110億円の資金を調達。上場引受主幹事業務にも
進出、IPO専業証券会社として14社の引受主幹事を務めるも、リーマンショック後のIPO激減
とグリーンシート低迷で2010年に同社代表を退任。2015年、法改正でグリーンシート制度に
代わる「株式投資型クラウドファンディング」（以下「ECF」）が制度化されたことから、思い再
びとDANベンチャーキャピタル㈱（現：㈱ＣＦスタートアップス）を設立。ECFにより2017年から
2022年3月までに19社が3億7千万円の資金を調達。2018年には父親が1971年に創業した
牧之原市の出縄会計事務所を承継。

※このほか金融機関から審査員の参加が予定されています。



(お問い合わせ)
牧之原市 産業経済部 商工観光課
〒421-0592
牧之原市相良275
電話 0548-53-2623 / FAX 0548-52-3772
e-mail：shoko@city.makinohara.shizuoka.jp

(運営事務局）
株式会社 CFスタートアップス
〒150-0036
東京都渋谷区南平台15-10 MAC渋谷ビル8 階
電話:03-3527-3334 / FAX:03-3527-3366
e-mail: info@campfire-startups.co.jp


